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第1号議案　剰余金の処分の件
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第3号議案　退任取締役に対する退職慰労金
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議　　案

証券コード：1384

株式会社ホクリヨウ 見本

新型コロナウイルスの感染拡大が続いて
おります。多くの株主様が集まる株主総
会は、集団感染のリスクがあります。
感染の回避の為、書面による事前の議決
権行使をご検討ください。

〈ご来場の記念品（お土産）について〉

株主総会にご出席の株主様へお配りして
おりましたご来場の記念品（お土産）は、
本年はとりやめとさせていただきます。
何卒ご理解くださいますようお願い申し
あげます。
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株主の皆様へ

経営理念

　株主の皆様には、平素より格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
　昨年度は全国的な供給過剰により低卵価が続きましたが、減産の動き
により秋口から鶏卵相場はようやく上向き始めております。
　しかし中国で発生したコロナウイルスによる新型肺炎が2020年に
入ってから、日本を始め世界各地で猛威を振るい、いまだ収束の目途が
立っていません。これによりホテルや飲食店など業務用は需要減の影響
が出ていますが、たまごは食卓に欠かせない基礎食材であり、家庭用の
消費が業務用の減少をカバーしている状況です。
　厳しい情勢下ではありますが、当社としては昨年から始まった宮城県
での生産販売を軌道に乗せることが当面の課題であり、南東北で着々と
販売を拡大しているところですので、引き続きご支援のほど宜しくお願
い申し上げます。

品質管理を徹底的に追求し、世の中に広く安心して食べていただける製品を提供する。

代表取締役社長
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証券コード　1384
2020年６月３日

株　主　各　位
札幌市白石区中央二条三丁目６番15号
株 式 会 社 ホ ク リ ヨ ウ
代表取締役社長 米 山 大 介

第72期定時株主総会招集ご通知
拝啓　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
　さて、当社第72期定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご通知申し上げます。
　なお、当日ご出席願えない場合は、書面によって議決権を行使することができますので、お手数な
がら後記の株主総会参考書類をご検討のうえ、同封の議決権行使書用紙に賛否を表示いただき、2020
年６月23日（火曜日）午後５時20分までに到着するよう、ご返送いただきたくお願い申し上げます。

敬　具
記

１．日 時 2020年６月24日（水曜日）午前10時
２．場 所 札幌市白石区東札幌６条１丁目１番１号

　札幌コンベンションセンター　２階　小ホール
（末尾の株主総会会場ご案内図をご参照ください。）

３．目 的 事 項
報 告 事 項 １．第72期（2019年４月１日から2020年３月31日まで）事業報告、連結計算書

類 ならびに会計監査人及び監査役会の連結計算書類監査結果報告の件
２．第72期（2019年４月１日から2020年３月31日まで）計算書類報告の件

決 議 事 項
第１号議案 剰余金の処分の件
第２号議案
第３号議案

取締役８名選任の件
退任取締役に対する退職慰労金贈呈の件

　近時、新型コロナウイルスの感染拡大が懸念されております。この事態を受け、慎重に検討いたし
ました結果、本株主総会につきましては、適切な感染防止策を実施させていただいた上で、開催させ
ていただくことといたしました。
　株主の皆様におかれましては、感染拡大防止の観点から、本株主総会につきましては、極力、書面
により事前の議決権行使をいただき、株主様の健康状態にかかわらず、株主総会当日のご来場をお控
えいただくよう強くお願い申し上げます。

－ 1 －

招集ご通知
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　株主総会当日までの感染拡大の状況や政府等の発表内容等により上記対応を更新する場合がござい
ます。インターネット上の当社ウェブサイト（https://www.hokuryo.co.jp/）より、発信情報をご
確認くださいますよう、併せてお願い申し上げます。
　本年は、感染拡大防止のため、座席の間隔を拡げることから、ご用意できる席数が例年より大幅に
減少いたします。そのため、当日ご来場いただいても入場をお断りする場合がございます。予めご了
承のほど、よろしくお願い申し上げます。

以　上

１．当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますよう
お願い申し上げます。また、本招集ご通知をご持参くださいますようお願い申し上げます。

２．議決権行使書面において、各議案に賛否の意思表示がない場合は、賛成の意思表示をされたもの
　　として取り扱わせていただきます。
３．当社は、法令及び定款第14条の規定に基づき、提供書面のうち、次に掲げる事項をインターネッ

ト上の当社ウェブサイト（https://www.hokuryo.co.jp/）に掲載しておりますので、本招集ご
通知の提供書面には記載しておりません。

　　①連結株主資本等変動計算書
②連結計算書類の「連結注記表」
③株主資本等変動計算書
④計算書類の「個別注記表」
なお、提供書面に記載しております連結計算書類及び計算書類は、会計監査人及び監査役がそれ
ぞれ会計監査報告及び監査報告の作成に際して監査した連結計算書類及び計算書類の一部であり
ます。

４．株主総会参考書類ならびに事業報告、計算書類及び連結計算書類に修正が生じた場合は、インタ
ーネット上の当社ウェブサイト（https://www.hokuryo.co.jp/）に掲載させていただきます。

－ 2 －
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（提供書面）

事　 業　 報　 告

(2019年 4 月 1 日から
2020年 3 月31日まで)

Ⅰ．企業集団の現況
１.　当連結会計年度の事業の状況

（１）　事業の経過及び成果
　当連結会計年度における日本経済は、昨年末までは企業収益の拡大、雇用所得環境の改善が
続き、比較的堅調な株価に示されたように国内景気は回復基調にありました。しかしながら今
年１月日本で最初の感染者が確認された新型コロナウイルス感染症は世界に拡散、パンデミッ
ク（世界的大流行）となり、世界経済は一転してリーマンショックをも上回る景気の後退局面
へと突入しております。
　鶏卵業界におきましては、前連結会計年度から続く鶏卵生産量増大により当連結会計年度上
半期においては鶏卵相場が前連結会計年度をさらに下回る水準で推移しましたが、下半期にな
り生産量減少からようやく相場は反転、結果当連結会計年度平均鶏卵相場は、北海道Ｍサイズ
が１キロ178円31銭と前年比4円80銭高、東京Ｍサイズは１キロ181円76銭と前年比10円33銭
高となりました。
　この結果、当連結会計年度の業績は、売上高は13,416,235千円（前年同期比5.1％増）、営
業利益は139,967千円（同9.0％減）、経常利益は198,614千円（同10.5％減）、親会社株主に
帰属する当期純利益は223,088千円（同162.4％増）となりました。
　なお、当社グループは鶏卵事業のみの単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省
略しております。

（２）　設備投資の状況
　当連結会計年度中において実施いたしました当社グループの設備投資の総額は1,112,390千
円となりました。設備投資について主なものを示すと、次のとおりであります。
・当社における成鶏舎及び育成舎の設備等を中心とする総額403,314千円の設備投資を実施し

ました。
・株式会社第一ポートリーファームにおける成鶏舎及び堆肥舎設備等の新設を中心とする総額

709,075千円の設備投資を実施しました。

－ 3 －

当事業年度の事業の状況
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（３）　資金調達の状況
　該当事項はありません。

　　（４）　事業の譲渡、吸収分割または新設分割の状況
　該当事項はありません。

（５）　他の会社の事業の譲受けの状況
　該当事項はありません。

（６）　吸収合併または吸収分割による他の法人等の事業に関する権利義務の承継の状況
　該当事項はありません。

（７）　他の会社の株式その他の持分または新株予約権等の取得または処分の状況
　該当事項はありません。

－ 4 －

当事業年度の事業の状況
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２.　直前３事業年度の財産及び損益の状況
（１）企業集団の財産及び損益の状況

区 分 第 69 期
(2017年８月期)

第 70 期
(2018年３月期)

第 71 期
(2019年３月期)

第 72 期
(2020年３月期)
(当連結会計年度)

売 上 高(千円) 15,982,161 9,119,209 12,763,990 13,416,235

経 常 利 益(千円) 1,691,612 1,015,183 221,820 198,614
親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益(千円) 1,420,469 646,547 85,009 223,088

１株当たり当期純利益 (円) 167.92 76.43 10.05 26.37

総 資 産(千円) 14,042,581 14,962,881 14,872,521 14,676,110

純 資 産(千円) 8,333,390 8,871,102 8,791,017 8,928,612

１ 株 当 た り 純 資 産 (円) 985.15 1,048.72 1,039.25 1,055.52

（注）１．１株当たり当期純利益は期中の平均発行済株式数、１株当たり純資産は期末発行済株式数に基づいて
算出しております。

２．2018年３月期連結会計年度より、連結決算日を８月31日から３月31日に変更しております。この変
更に伴い、2018年３月期は７ヶ月（2017年９月１日から2018年３月31日まで）決算になっており
ます。

－ 5 －

直前３事業年度の財産及び損益の状況
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（２）当社の財産及び損益の状況

区 分 第 69 期
(2017年８月期)

第 70 期
(2018年３月期)

第 71 期
(2019年３月期)

第 72 期
(2020年３月期)
(当事業年度)

売 上 高(千円) 15,982,192 9,119,224 12,764,005 13,418,081

経 常 利 益(千円) 1,533,835 800,454 614,091 △41,448

当 期 純 利 益(千円) 1,219,078 524,895 516,095 79,067

１株当たり当期純利益 (円) 144.12 62.05 61.01 9.35

総 資 産(千円) 11,894,461 12,670,541 12,259,821 11,801,891

純 資 産(千円) 8,097,656 8,513,716 8,864,717 8,858,291

１ 株 当 た り 純 資 産 (円) 957.28 1,006.47 1,047.96 1,047.21
（注）１．１株当たり当期純利益は期中の平均発行済株式数、１株当たり純資産は期末発行済株式数に基づいて

算出しております。
２．2018年３月期事業年度より、決算日を８月31日から３月31日に変更しております。この変更に伴い、

2018年３月期は７ヶ月（2017年９月１日から2018年３月31日まで）決算になっております。

３.　重要な親会社及び子会社の状況
（１）　親会社の状況
　該当事項はありません。

（２）　重要な子会社の状況
会 社 名 資 本 金 当社の議決権比率 主 要 な 事 業 内 容

株式会社第一
ポートリーファーム 260,000千円 100.0％ 鶏卵事業

－ 6 －

直前３事業年度の財産及び損益の状況、重要な親会社及び子会社の状況
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４.　対処すべき課題
当社グループは継続的な企業価値向上を実現していくために、対処すべき主な課題は、以下の

項目と認識しております。

（１） 事業領域の地理的拡大
当社グループの持続的成長には、事業領域の地理的拡大が必要です。当社は2014年には岩手

県にある株式会社第一ポートリーファームの買収を行い、さらに昨年度は宮城県に農場買収、
GP工場建設、営業支店の開設を行いましたが、今後は買収した農場の生産能力を引き上げる
などして、南東北、関東圏への販路、販売量の拡大を実行してまいります。

（２） 相場に左右されない収益体質の構築
鶏卵は相場商品であり、このため当社収益も相場動向に左右されやすい収益構造になりがち

です。当社は相場に左右されない収益体質構築のため、販売価格が比較的安定し、相場の影響
を受けにくい「付加価値卵」（各種栄養成分を強化した卵）の開発、拡販に注力してまいりま
す。

（３） 農場生産成績向上による鶏卵生産コストの引き下げ
生産コストの引き下げはメーカーでもある当社にとって永遠の取り組み課題です。最新技

術を導入した鶏舎への建替え、飼料成分・飼育環境の改良を通じ、鶏卵生産成績の向上とコス
ト削減に取り組んでまいります。

－ 7 －

対処すべき課題
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　（４） 人材の確保
急速に進む少子高齢化の中で若く優秀な人材を確保することは年々難しくなってきており

ます。当社は生産、製造、営業、管理の４部門において従来型の新卒定期採用のみならず、中
途採用、キャリア採用など、より柔軟な採用、雇用形態を通じ優秀な人材の確保を図ってまい
ります。

（５） ＳＤＧｓ、アニマルウェルフェアへの取組
地球の温暖化など環境問題が先鋭化する現代においては、企業の取組課題としてSDGｓ（持

続可能な開発目標）、さらに畜産事業に携わるものとしてアニマルウェルフェアは避けて通れ
ない課題です。当社は農場で発生する鶏糞を発酵肥料として農地還元を図ることで循環型社
会形成の一助を担ってまいります。また北海道及び東北の農場において平飼鶏舎を導入する
などアニマルウェルフェアにも積極的に取り組んでまいります。

５.　主要な事業内容（2020年３月31日現在）
事 業 区 分 事 業 内 容

鶏 卵 事 業

鶏卵の生産・販売を行っております。
鶏卵事業の最大の特徴は、生産から流通会社（取引先）への販売ま

で、自社内で一貫して行っている点であり、流通会社と直接取引する
ことによって消費者サイドのニーズを素早く生産に反映させること
が出来ます。

－ 8 －

対処すべき課題、主要な事業内容
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６.　主要な営業所及び工場（2020年３月31日現在）
（１）　当社

事 業 所 名 所 在 地
本 社 札幌市白石区中央2条3丁目6-15
札 幌 支 店 札幌市白石区中央2条3丁目6-15
札幌鶏卵センター・札幌ＧＰ 北海道北広島市南の里157-1
輪 厚 液 卵 工 場 北海道北広島市輪厚工業団地1丁目2-10
千 歳 Ｇ Ｐ 北海道千歳市駒里2208
旭 川 支 店 北海道旭川市台場1条5丁目4-2
函 館 支 店 北海道北斗市久根別5丁目67-5
北 見 支 店 ・ 北 見 Ｇ Ｐ 北海道北見市美園722-1
道 東 支 店 ・ 帯 広 Ｇ Ｐ 北海道河東郡音更町字東和西5線42
登 別 営 業 所 ・ 登 別 Ｇ Ｐ 北海道登別市札内町380
盛 岡 支 店 岩手県岩手郡岩手町大字土川4-334-1
仙 台 支 店 ・ 多 賀 城 Ｇ Ｐ 宮城県多賀城市八幡一本柳3－10
札 幌 農 場 北海道北広島市南の里161-1
登 別 農 場 北海道登別市札内町380
北 見 農 場 北海道北見市美園722-1
十 勝 農 場 北海道河東郡音更町字東和西5線42
千 歳 農 場 北海道千歳市駒里2208
道 南 農 場 北海道松前郡福島町字千軒646-13
早 来 農 場 北海道勇払郡安平町早来北町55-42

（２）　子会社
会 社 名 事 業 所 名 所 在 地

株 式 会 社 第 一
ポ ー ト リ ー フ ァ ー ム

盛岡農場・盛岡ＧＰ 岩手県岩手郡岩手町大字土川4-334-1
はまなす農場・
はまなすＧＰ 岩手県九戸郡洋野町種市第31地割96-1
吉目木農場 宮城県栗原市金成片馬合上吉目木107

－ 9 －

主要な営業所及び工場
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７.　使用人の状況（2020年３月31日現在）
（１）　企業集団の使用人の状況
事 業 区 分 使 用 人 数 前連結会計年度末比増減

鶏 卵 事 業 213（320）名 22名増（16名減）

そ の 他 -（-）名 -（-）

全 社 （ 共 通 ） 16（-）名 -（-）

合 計 229（320）名 22名増（16名減）
（注）　使用人数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへ

の出向者を含む。）であり、臨時雇用者数（パートタイマー、人材派遣会社からの派遣社員を含む。）
は（　）内に期末日現在の人員を外数で記載しております。

（２）　当社の使用人の状況
使 用 人 数 前 事 業 年 度 末 比 増 減 平 均 年 齢 平 均 勤 続 年 数

188（250）名 16名増（11名減） 43.1歳 9.5年
（注）　使用人数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であり、臨

時雇用者数（パートタイマー、人材派遣会社からの派遣社員を含む。）は（　）内に期末日現在の人員
を外数で記載しております。

８.　主要な借入先の状況（2020年３月31日現在）
借 入 先 借 入 額

株 式 会 社 日 本 政 策 金 融 公 庫 2,219,803千円

株 式 会 社 北 海 道 銀 行 286,000千円

株 式 会 社 北 陸 銀 行 187,780千円

株 式 会 社 北 洋 銀 行 187,780千円

９.　その他企業集団の現況に関する重要な事項
　該当事項はありません。
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Ⅱ．会社の現況
１.　株式の状況（2020年３月31日現在）

（１）　発行可能株式総数 15,000,000株
（２）　発行済株式の総数
（３）　株主数

8,459,000株
6,084名

（４）　大株主（上位１０名）
株 主 名 持 株 数 持 株 比 率

株 式 会 社 コ コ リ コ 3,556,000株 42.04％
日本マスタートラスト信託銀行株式会社
（ 信 託 口 ） 350,400株 4.14％
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社
（ 信 託 口 ） 263,600株 3.12％

米 山 　 惠 子 253,100株 2.99％

米 山 　 大 介 222,800株 2.63％

高 橋 　 　 慧 171,800株 2.03％

株 式 会 社 北 海 道 銀 行 170,000株 2.01％

株 式 会 社 十 文 字 チ キ ン カ ン パ ニ ー 147,300株 1.74％

株 式 会 社 北 陸 銀 行 132,000株 1.56％

株 式 会 社 北 洋 銀 行 132,000株 1.56％

（注）１．持株比率は、自己株式（48株）を控除して計算しております。
　　　２．株式会社米山不動産は、2019年８月22日に株式会社ココリコに商号変更しています。

２.　新株予約権等の状況
該当事項はありません。

－ 11 －
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３.　会社役員の状況
（１）　取締役及び監査役の状況（2020年３月31日現在）
会 社 に お け る 地 位 氏 名 担 当 及 び 重 要 な 兼 職 の 状 況

代 表 取 締 役 社 長 米 山 大 介 株 式 会 社 第 一 ポ ー ト リ ー フ ァ ー ム
代 表 取 締 役

専 務 取 締 役 津 元 　 淳 管 理 本 部 長
株式会社第一ポートリーファーム取締役

常 務 取 締 役 進 藤 正 紀 経 理 部 長

常 務 取 締 役 福 島 尚 樹 営 業 本 部 長

取 締 役 加 藤 公 明 製 造 本 部 長
輪 厚 液 卵 工 場 工 場 長 兼 任

取 締 役 松 　 野 　 慎 太 郎
生 産 本 部 長
株 式 会 社 第 一 ポ ー ト リ ー フ ァ ー ム
代 表 取 締 役

取 締 役 松 岡 昌 哉 企 画 部 長

取 締 役 村 山 圭 一 株 式 会 社 ス ハ ラ 食 品
取 締 役 会 長

取 締 役 竹 林 　 孝 公 益 財 団 法 人 北 海 道 農 業 公 社
理 事 長

常 勤 監 査 役 工 藤 泰 宏 株式会社第一ポートリーファーム監査役

監 査 役 酒 井 　 純
公 認 会 計 士 酒 井 純 事 務 所 所 長
株 式 会 社 ツ ル ハ ホ ー ル デ ィ ン グ ス
社 外 監 査 役
株 式 会 社 北 海 道 新 聞 社 社 外 監 査 役

監 査 役 岡 崎 拓 也
岡 崎 拓 也 法 律 事 務 所 所 長
フ ル テ ッ ク 株 式 会 社
社 外 取 締 役 監 査 等 委 員

（注）１．取締役村山圭一氏及び竹林孝氏は、社外取締役であります。
２．監査役酒井純氏及び岡崎拓也氏は、社外監査役であります。

－ 12 －
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３．監査役酒井純氏は、公認会計士・税理士の資格を有しており、財務及び会計に関する相当程度の知見
を有するものであります。

４．監査役岡崎拓也氏は、弁護士の資格を有しており、法務に関する相当程度の知見を有するものであり
ます。

５．当社は、取締役村山圭一氏及び取締役竹林孝氏、監査役酒井純氏及び監査役岡崎拓也氏を東京証券取
引所の定めに基づく独立役員として指定し、同取引所に届け出ております。

（２）　責任限定契約の内容の概要
　当社と各取締役（業務執行取締役等を除く。）及び各監査役は、会社法第427条第１項の
規定に基づき、同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。
　当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、法令が規定する額であります。

（３）　取締役及び監査役の報酬等
当事業年度に係る報酬等の総額

区 分 員 数 報 酬 等 の 額

取 締 役
（う　 ち　 社　 外　 取　 締　 役）

9名
（2）

128,730千円
（4,800）

監 査 役
（う　 ち　 社　 外　 監　 査　 役）

3名
（2）

10,800千円
（4,800）

合 計
（ う 　  ち 　  社 　  外 　  役 　  員 ）

12名
（4）

139,530千円
（9,600）

（注）１．取締役の報酬等の額には、使用人兼務取締役の使用人分給与は含まれておりません。
２．取締役の報酬限度額は、2005年11月29日開催の第57期定時株主総会において、年額200,000千円以

内（ただし、使用人分給与は含まない。）と決議いただいております。
３．監査役の報酬限度額は、2004年11月30日開催の第56期定時株主総会において、年額30,000千円以内

と決議いただいております。
４．上記の報酬等の額には、以下のものが含まれております。

・当事業年度における役員退職慰労引当金の繰入額8,200千円（取締役５名に対し8,200千円）。

－ 13 －
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（４）　社外役員に関する事項
①　他の法人等の重要な兼職の状況及び当社と当該他の法人等との関係

・取締役村山圭一氏は、株式会社スハラ食品の取締役会長であります。当社と兼職先との間
には仕入取引がありますが、取引金額は僅少（両社の売上高に対する比率はともに0.1%未
満）であり、同氏の独立性に影響を与えるものではありません。

・取締役竹林孝氏は、公益財団法人北海道農業公社の理事長であります。当社と兼職先との
間には特別の関係はありません。

・監査役酒井純氏は、公認会計士酒井純事務所所長及び株式会社ツルハホールディングス並
びに株式会社北海道新聞社の社外監査役であります。当社と各兼職先との間には特別の関
係はありません。

・監査役岡崎拓也氏は、岡崎拓也法律事務所所長及びフルテック株式会社の社外取締役監査
等委員であります。当社と各兼職先との間には特別の関係はありません。

②　当事業年度における主な活動状況
出 席 状 況 及 び 発 言 状 況

取締役 村 山 圭 一

社外取締役として当事業年度に開催された取締役会14回のすべて
に出席し、必要な発言を行うとともに、その経歴を通じて培われた
企業実務の知識や経験に基づき、取締役会の意思決定の妥当性・適
正性を確保するための助言・提言を行っております。

取締役 竹 林 　 孝

社外取締役として当事業年度に開催された取締役会14回のうち13
回に出席し、必要な発言を行うとともに、その経歴を通じて培われ
た知識や経験に基づき、取締役会の意思決定の妥当性・適正性を確
保するための助言・提言を行っております。

監査役 酒 井 　 純

当事業年度に開催された取締役会14回及び監査役会14回のすべて
に出席いたしました。出席した取締役会及び監査役会において、主
に財務・会計等に関し、公認会計士としての専門的見地から適宜発
言を行っております。

監査役 岡 崎 拓 也

当事業年度に開催された取締役会14回及び監査役会14回のすべて
に出席いたしました。出席した取締役会及び監査役会において、主
に法務等に関し、弁護士としての専門的見地から適宜発言を行って
おります。

－ 14 －
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４.　会計監査人の状況
（１）　名称　　　　　　　　　　ＥＹ新日本有限責任監査法人

（２）　報酬等の額
報 酬 等 の 額

当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 18,000千円

当社及び子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の
利益の合計額 18,000千円

（注）１．当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査の
監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分出来ませんので、当事業年度に係る会計監
査人の報酬等の額にはこれらの合計額を記載しております。

２．当社監査役会は、会計監査人の監査計画の内容、職務遂行状況や報酬見積もりの算出根拠などを確認
し検討した結果、会計監査人の報酬等につき、会社法第399条第１項の同意を行っております。

（３）　非監査業務の内容
　該当事項はありません。

（４）　会計監査人の解任または不再任の決定の方針
　当社では、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると認められる場
合、監査役会は、監査役全員の同意に基づき会計監査人を解任いたします。また、上記の場合
のほか、会計監査人の適格性及び独立性を害する事由等の発生により、適正な監査の遂行が困
難であると認められた場合、監査役会は、株主総会に提出する会計監査人の解任または不再任
に関する議案の内容を決定いたします。

（５）　責任限定契約の内容の概要
　該当事項はありません。

（６）　過去２年間に業務の停止の処分を受けた者に関する事項
　該当事項はありません。

－ 15 －
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５.　業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況の概要
（1）取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
　①取締役会が取締役の職務の執行を監督するため、取締役は、会社の業務執行状況を取締役会に報

告するとともに、他の取締役の職務執行を相互に監視・監督する。
②企業倫理規範をはじめとするコンプライアンス体制に係る規程を制定し、当社グループの役職員

が法令・定款を遵守した行動をとるための行動規範とする。
　③当社グループを対象に内部監査を担当する内部監査室は、法令遵守の状況を監査し、その結果を

定期的に社長、監査役に報告する。
　④法令遵守上疑義のある行為等について、当社グループの従業員が直接情報提供を行える手段とし

て内部通報制度を設置・運営する。コンプライアンス委員会は係る通報の直接受付機能を果たす
とともに、通報者に不利益がないことを確保し、重要な通報については取締役会に報告する。

　⑤当社グループは社会秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力に対しては、いかなる取り引きも行
わず、毅然とした態度で臨み、不当要求があった場合には、警察及び顧問弁護士との連携を図り
組織的に対応する。

（2）取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
当社グループの取締役の職務執行に係る重要な情報については、法令及び社内規程に基づき作

成・保存するとともに、取締役、監査役、会計監査人等が閲覧、謄写可能な状態にて管理する。

（3）損失の危険の管理に関する規程その他の体制
　①当社グループの業務執行に係るリスクを認識・評価し適切なリスク対応を行うため、危機管理規

程を定め、危機管理委員会にて当社グループのリスク管理体制の整備・構築を行う。
　②危機管理委員会は、定期的に担当部門の責任者より各部門に内在するリスク管理の状況について

報告を受け、当社グループのリスク管理の進捗状況についての管理を行う。
　③内部監査室は、内部監査を通じて当社グループ各部門のリスク管理体制を把握し問題があれば取

締役会に報告する。

（4）取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
　①定時取締役会を毎月1回開催し、当社グループの業務執行に係る重要な意思決定を行うとともに、

取締役の業務執行状況の監督を行う。また、随時発生する課題に対処するため、適時、臨時取締
役会を開催する。

　②取締役の職務分担を明確にし、当該担当業務の執行については業務分掌規程において各部門の業
務分掌を明確にするとともに、当社グループの各責任者を定め、適正かつ効率的に職務が行われ
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る体制を確保する。
　③当社グループの中期経営計画と年次計画を策定し、取締役会への業績報告等を通じて、取締役会

がその実行・実績の管理を行う。

（5）当社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制
　①関係会社管理規程により、当社グループにおける業務の適正を確保する。
　②取締役会がグループ全体のコンプライアンス・リスクを統括・推進する体制とする。
　③監査役及び内部監査室により、当社グループの連結経営に対応して当社グループ全体の監査を実

効的かつ適正に行う体制を構築する。

（6）監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関する事
項並びに当該使用人の独立性に関する事項及び当該使用人に対する指示の実効性の確保に関す
る事項

　①監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合、代表取締役社長の直轄下に設置
されている内部監査室が監査役を補助する。

　②監査役を補助する内部監査室のその補助業務の遂行に関して、取締役及び部門長等の指揮・命令
を受けないものとし、その独立性を確保する。

（7）取締役及び使用人が監査役に報告をするための体制及びその他監査役の監査が実効的に行われ
ることを確保するための体制

　①当社グループの取締役及び使用人は、重大な法令違反その他当社グループの業務または業績に重
要な影響を及ぼすおそれのある事実については、直ちに監査役に報告をするものとする。

　②内部通報制度についてはその適切な運用を維持することにより、法令違反その他のコンプライア
ンス上の問題について監査役への適切な報告体制を確保するものとする。

　③監査役からその業務に係る費用の前払等の請求があった場合は、担当部署において審議し、当該
費用または債務を処理する。

　④監査役は、定期的に会計監査人と緊密な連携を保ち、積極的に意見及び情報交換をする。
　⑤監査役への報告を行った当社グループの取締役及び使用人に対し、当該報告をしたことを理由と

した不利な取り扱いは行わない。

－ 17 －

業務の適正を確保するための体制
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（8）財務報告の信頼性を確保するための体制
当社グループは金融商品取引法に基づく内部統制報告制度への適切な対応のため、財務報告に係

る内部統制が有効かつ適正に行われる体制の整備・運用・評価を行い、財務報告の信頼性と適正性
を確保する。

（9）業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要
　①内部統制システム全般の取組みの状況

企業集団における業務の適正を確保するために、グループの横断的な規程の制定、内部監査室に
よる定期的な業務監査・内部統制監査を実施し、当社及び子会社の内部統制システム全般の整備・
運用を行いました。

　②コンプライアンスの取組みの状況
社長を委員長とする「コンプライアンス委員会」を当事業年度は２回開催し、当社グループの役
職員の法令遵守に対する取組みの状況を点検しております。

　③職務執行の適正及び効率性の確保に対する取組みの状況
取締役会は、社外取締役２名を含む取締役９名で構成され、社外監査役２名を含む監査役３名も
出席しております。取締役会は当事業年度は14回開催し、各議案についての審議、業務執行の状
況等の監督を行い、活発な意見交換がなされており、意思決定及び監督の実効性は確保されてお
ります。
また、取締役の職務執行に係る情報の保存については、適正に保存され、取締役及び監査役が常
時閲覧できる状態となっております。

　④損失の危険の管理及びBCPに対する取組みの状況
社長を委員長とする「危機管理委員会」を当事業年度は３回開催し、当社グループの主要な損失
の危険及びBCPの構築について各責任担当部署から報告を受けるとともに、リスクの管理状況の
確認を行っております。

　⑤当社グループにおける業務の適正の確保に対する取組みの状況
子会社の経営管理につきましては、当社の管理本部にて子会社の経営管理体制を整備・統括する
とともに、関係会社管理規程に従い、子会社の社長権限を超える案件については、子会社から当
社の主管部門に、事前に承認申請を行っております。

６．　会社の支配に関する基本方針
該当事項はありません。

－ 18 －
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連 結 貸 借 対 照 表
（2020年３月31日現在）

（単位：千円）
科 目 金 額 科 目 金 額

（ 資 　 産 　 の 　 部 ）
流 動 資 産

現 金 及 び 預 金
受 取 手 形 及 び 売 掛 金
商 品 及 び 製 品
仕 掛 品
原 材 料 及 び 貯 蔵 品
そ の 他
貸 倒 引 当 金

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産

建 物 及 び 構 築 物
機 械 装 置 及 び 運 搬 具
土 地
リ ー ス 資 産
建 設 仮 勘 定
そ の 他

無 形 固 定 資 産
そ の 他

投 資 そ の 他 の 資 産
投 資 有 価 証 券
繰 延 税 金 資 産
そ の 他
貸 倒 引 当 金

3,691,687
2,197,945
1,222,743

75,508
15,054

138,618
43,286

△1,468
10,984,422
10,233,700
7,198,148
1,500,966
1,234,150

28,779
250,738
20,916
40,220
40,220

710,502
432,698
50,326

227,711
△234

（ 負 　 債 　 の 　 部 ）
流 動 負 債 3,082,858

買 掛 金 965,041
電 子 記 録 債 務 227,466
短 期 借 入 金 300,000
1年 内 返 済 予 定 の 長 期 借 入 金 721,320
未 払 金 346,890
未 払 法 人 税 等 105,622
賞 与 引 当 金 108,500
そ の 他 308,016

固 定 負 債 2,664,639
長 期 借 入 金 2,351,143
繰 延 税 金 負 債 13,260
退 職 給 付 に 係 る 負 債 124,588
役 員 退 職 慰 労 引 当 金 84,350
資 産 除 去 債 務 75,081
そ の 他 16,216

負 債 合 計 5,747,497
（ 純  資  産  の  部 ）

株 主 資 本 8,830,097
資 本 金 1,055,000
資 本 剰 余 金 754,215
利 益 剰 余 金 7,020,917
自 己 株 式 △34

その他の包括利益累計額 98,515
その他有価証券評価差額金 98,515

純 資 産 合 計 8,928,612
資 産 合 計 14,676,110 負 債 純 資 産 合 計 14,676,110

－ 19 －
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連 結 損 益 計 算 書

(2019年 4 月 1 日から
2020年 3 月31日まで)

（単位：千円）
科 目 金 額

売 上 高 13,416,235
売 上 原 価 11,475,843

売 上 総 利 益 1,940,392
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 1,800,424

営 業 利 益 139,967
営 業 外 収 益

受 取 利 息 17
受 取 配 当 金 9,063
仕 入 割 引 17,702
受 取 賃 貸 料 30,192
受 取 保 険 金 2,513
物 品 売 却 益 4,317
そ の 他 12,728 76,533

営 業 外 費 用
支 払 利 息 8,152
賃 貸 費 用 8,866
そ の 他 868 17,886
経 常 利 益 198,614

特 別 利 益
固 定 資 産 売 却 益 48
投 資 有 価 証 券 売 却 益 102
助 成 金 収 入 195,269 195,420

特 別 損 失
固 定 資 産 除 却 損 34,171
投 資 有 価 証 券 売 却 損 5,577
投 資 有 価 証 券 評 価 損 19,412
減 損 損 失 45,105 104,266
税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 289,767
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 93,894
法 人 税 等 調 整 額 △27,215 66,679
当 期 純 利 益 223,088
親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 223,088

－ 20 －

連結損益計算書
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貸　借　対　照　表
（2020年３月31日現在）

（単位：千円）
科 目 金 額 科 目 金 額

（ 資 　 産 　 の 　 部 ）
流 動 資 産

現 金 及 び 預 金
受 取 手 形
売 掛 金
商 品 及 び 製 品
仕 掛 品
原 材 料 及 び 貯 蔵 品
前 払 費 用
関 係 会 社 短 期 貸 付 金
未 収 入 金
そ の 他
貸 倒 引 当 金

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産

建 物
構 築 物
機 械 及 び 装 置
車 両 運 搬 具
工 具 、 器 具 及 び 備 品
土 地
リ ー ス 資 産

無 形 固 定 資 産
ソ フ ト ウ エ ア
そ の 他

投 資 そ の 他 の 資 産
投 資 有 価 証 券
関 係 会 社 株 式
出 資 金
関 係 会 社 長 期 貸 付 金
破 産 更 生 債 権 等
長 期 前 払 費 用
繰 延 税 金 資 産
そ の 他
貸 倒 引 当 金

3,362,642
1,814,602

6,030
1,217,425

62,310
13,197

111,471
29,462

101,304
3,056
5,250

△1,468
8,439,249
6,648,889
4,711,156

213,726
972,980
10,306
18,060

693,879
28,779
38,631
28,581
10,050

1,751,728
432,698
532,700

610
535,866

234
60,226
35,842

153,785
△234

（ 負 　 債 　 の 　 部 ）
流 動 負 債 1,976,442

電 子 記 録 債 務 101,580
買 掛 金 852,834
１年内返済予定の長期借入金 411,912
リ ー ス 債 務 24,864
未 払 金 319,685
未 払 費 用 18,942
未 払 法 人 税 等 75,660
預 り 金 8,641
賞 与 引 当 金 90,000
設 備 支 払 手 形 30,160
そ の 他 42,160

固 定 負 債 967,158
長 期 借 入 金 666,922
リ ー ス 債 務 6,216
退 職 給 付 引 当 金 124,588
役 員 退 職 慰 労 引 当 金 84,350
資 産 除 去 債 務 75,081
そ の 他 10,000

負 債 合 計 2,943,600
（ 純  資  産  の  部 ）

株 主 資 本 8,759,776
資 本 金 1,055,000
資 本 剰 余 金 754,215

資 本 準 備 金 754,215
利 益 剰 余 金 6,950,595

利 益 準 備 金 58,283
そ の 他 利 益 剰 余 金 6,892,312

別 途 積 立 金 4,400,000
繰 越 利 益 剰 余 金 2,492,312

自 己 株 式 △34
評 価 ・ 換 算 差 額 等 98,515

その他有価証券評価差額金 98,515
純 資 産 合 計 8,858,291

資 産 合 計 11,801,891 負 債 純 資 産 合 計 11,801,891

－ 21 －
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損　益　計　算　書

(2019年 4 月 1 日から
2020年 3 月31日まで)

（単位：千円）
科 目 金 額

売 上 高 13,418,081
売 上 原 価 11,697,148

売 上 総 利 益 1,720,933
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 1,762,381

営 業 損 失 △41,448
営 業 外 収 益

受 取 利 息 6,992
受 取 配 当 金 9,063
仕 入 割 引 17,702
受 取 賃 貸 料 30,132
受 取 保 険 金 905
そ の 他 12,108 76,903

営 業 外 費 用
支 払 利 息 6,267
賃 貸 費 用 8,866
そ の 他 695 15,828
経 常 利 益 19,626

特 別 利 益
固 定 資 産 売 却 益 48
有 価 証 券 売 却 益 102
助 成 金 収 入 195,269 195,420

特 別 損 失
固 定 資 産 除 却 損 9,566

 有 価 証 券 売 却 損 5,577
 投 資 有 価 証 券 評 価 損 19,412
　 減 損 損 失 45,105 79,661

税 引 前 当 期 純 利 益 135,384
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 69,048
法 人 税 等 調 整 額 △12,730 56,317
当 期 純 利 益 79,067

－ 22 －

損益計算書
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連結計算書類に係る会計監査報告
独立監査人の監査報告書

2020年６月１日
株式会社ホクリヨウ

取締役会　御中
ＥＹ新日本有限責任監査法人
札　　幌　　事　　務　　所
指 定 有 限 責 任 社 員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 板 垣 博 靖 ㊞
指 定 有 限 責 任 社 員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 藤 森 允 浩 ㊞

監査意見
　当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、株式会社ホクリヨウの2019年４月１日から
2020年３月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、
連結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。
　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基
準に準拠して、株式会社ホクリヨウ及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間
の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。
監査の基準における当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記載され
ている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独
立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明
の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

連結計算書類に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算
書類を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結
計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが
含まれる。
　連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成するこ
とが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基
づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監
視することにある。

－ 23 －

連結会計監査報告
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連結計算書類の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬に
よる重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場か
ら連結計算書類に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能
性があり、個別に又は集計すると、連結計算書類の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込
まれる場合に、重要性があると判断される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、
職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに

対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、
意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・　連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、
監査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関
連する内部統制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の
見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手
した監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重
要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認めら
れる場合は、監査報告書において連結計算書類の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確
実性に関する連結計算書類の注記事項が適切でない場合は、連結計算書類に対して除外事項付意見
を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づ
いているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基
準に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及び内
容、並びに連結計算書類が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

・　連結計算書類に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ
適切な監査証拠を入手する。監査人は、連結計算書類の監査に関する指示、監督及び実施に関して
責任がある。監査人は、単独で監査意見に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で
識別した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているそ
の他の事項について報告を行う。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定
を遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を
除去又は軽減するためにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係
　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載す
べき利害関係はない。

以　上

－ 24 －

連結会計監査報告
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計算書類に係る会計監査報告
独立監査人の監査報告書

2020年６月１日
株式会社ホクリヨウ

取締役会　御中
ＥＹ新日本有限責任監査法人
札　　幌　　事　　務　　所
指 定 有 限 責 任 社 員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 板 垣 博 靖 ㊞
指 定 有 限 責 任 社 員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 藤 森 允 浩 ㊞

監査意見
　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社ホクリヨウの2019年４月１
日から2020年３月31日までの第72期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株
主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）について
監査を行った。
　当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準
に準拠して、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表
示しているものと認める。

監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。
監査の基準における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されて
いる。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、
監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分か
つ適切な監査証拠を入手したと判断している。

計算書類等に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類
等を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書
類等を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含ま
れる。
　計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが
適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づい
て継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監
視することにある。

－ 25 －

個別会計監査報告
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計算書類等の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬によ
る重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から
計算書類等に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性が
あり、個別に又は集計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる
場合に、重要性があると判断される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、
職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに

対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、
意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・　計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監
査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連
する内部統制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の
見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手し
た監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要
な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められ
る場合は、監査報告書において計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性
に関する計算書類等の注記事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除外事項付意見を表明す
ることが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいている
が、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準
に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計書類等の表示、構成及び内容、並
びに計算書類等が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で
識別した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているそ
の他の事項について報告を行う。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定
を遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を
除去又は軽減するためにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係は
ない。

以　上

－ 26 －

個別会計監査報告
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監査役会の監査報告
監　査　報　告　書

　当監査役会は、2019年４月１日から2020年３月31日までの第72期事業年度の取締役の職務の
執行に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を作成し、以
下のとおり報告いたします。

１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
⑴　監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果に

ついて報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を
受け、必要に応じて説明を求めました。

⑵　各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等に
従い、取締役、内部監査部門その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環
境の整備に努めるとともに、以下の方法で監査を実施しました。
①　取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況につ

いて報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な
事業所において業務及び財産の状況を調査いたしました。また、子会社については、子会
社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業
の報告を受けました。

②　事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保す
るための体制その他株式会社及びその子会社から成る企業集団の業務の適正を確保するた
めに必要なものとして会社法施行規則第100条第１項及び第３項に定める体制の整備に関
する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）
について、取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的に報告を受
け、必要に応じて説明を求め、意見を表明いたしました。

③　会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証
するとともに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説
明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するた
めの体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」
（2005年10月28日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応
じて説明を求めました。

　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対
照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計
算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）につ
いて検討いたしました。

－ 27 －

監査役会の監査報告
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２．監査の結果
⑴　事業報告等の監査結果

①　事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示している
ものと認めます。

②　取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重大な事実は
認められません。

③　内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内
部統制システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘す
べき事項は認められません。

⑵　計算書類及びその附属明細書の監査結果
　会計監査人ＥＹ新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

⑶　連結計算書類の監査結果
　会計監査人ＥＹ新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

2020年６月２日
株 式 会 社 ホ ク リ ヨ ウ 　 監 査 役 会

常 勤 監 査 役 工 藤 泰 宏 ㊞
社 外 監 査 役 酒 井 　 純 ㊞
社 外 監 査 役 岡 崎 拓 也 ㊞

以　上

－ 28 －

監査役会の監査報告
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株主総会参考書類

第１号議案　剰余金の処分の件
当期の剰余金の処分につきましては、以下のとおりといたしたいと存じます。

期末配当に関する事項
当社は、株主の皆様への利益還元を経営上の最重要課題のひとつと考え、安定配当の維持を基

本としながら、今後の事業展開等を勘案いたしまして、当事業年度の期末配当につきましては、
以下のとおり１株につき10円といたしたいと存じます。
（１）　配当財産の種類

金銭といたします。
（２）　株主に対する配当財産の割当てに関する事項及びその総額

当社普通株式１株につき金10円
配当総額　　　　84,589,520円

（３）　剰余金の配当が効力を生じる日
2020年６月25日

－ 29 －

剰余金処分議案
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第２号議案　取締役８名選任の件
　取締役全員（９名）は、本定時株主総会終結の時をもって任期満了となります。なお、常務取締
役進藤正紀氏は退任いたします。つきましては、取締役８名の選任をお願いいたしたいと存じます。
　取締役候補者は、次のとおりであります。

候補者
番　号

ふ
氏

り
　

が
　

な
名

（生 年 月 日）
略 歴 、 当 社 に お け る 地 位 及 び 担 当
（重　 要　 な　 兼　 職　 の　 状　 況）

所 有 す る
当 社 の 株 式 数

１

よね
米

やま
山

だい
大

すけ
介

(1958年７月20日生)

1981年６月 北海道電力株式会社入社

222,800株

1993年10月 同社退社
1993年11月 当社入社
1994年10月 取締役営業本部開発推進部長
1996年９月 常務取締役
2001年11月 代表取締役副社長
2001年11月 ホクリヨウ畜産株式会社取締役社長
2003年11月 当社代表取締役社長（現任）
2014年４月 株式会社第一ポートリーファーム代表取締

役（現任）
［取締役候補者とした理由］
同氏は、1994年より当社の取締役として要職を歴任し、2003年以降は当社の代表取締役社長を務め、
当社事業全般に精通しております。当社における豊富な業務経験に加え、企業価値の持続的向上を目
指して強いリーダーシップを発揮していることから、経営を担う人材として取締役候補者といたしま
した。

－ 30 －

取締役選任議案
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候補者
番　号

ふ
氏

り
　

が
　

な
名

（生 年 月 日）
略 歴 、 当 社 に お け る 地 位 及 び 担 当
（重　 要　 な　 兼　 職　 の　 状　 況）

所 有 す る
当 社 の 株 式 数

２

つ
津

もと
元

 
　

あつし
淳

(1955年４月14日生)

1979年４月 株式会社北海道銀行入行

2,000株

2008年６月 同行執行役員釧路支店長
2010年６月 同行常務執行役員本店営業部本店長
2013年６月 同行退行
2013年６月 株式会社道銀地域総合研究所入社

代表取締役社長
2014
2016
2016
2016
2016
2016

年
年
年
年
年
年

11
６
７
10
11
11

月
月
月
月
月
月

当社社外取締役
株式会社道銀地域総合研究所退社
当社業務執行取締役管理副本部長
取締役管理本部長
専務取締役管理本部長（現任）
株式会社第一ポートリーファーム取締役
（現任）

［取締役候補者とした理由］
同氏は、2014年に当社社外取締役に就任し、2016年７月からは業務執行取締役に就任しております。
同氏は、銀行役員等を経験し経営者としての豊富な経験と幅広い見識を有していることから、取締役
候補者といたしました。

３

ふく
福

しま
島

なお
尚

き
樹

　　(1960年１月26日生）

1984年４月 日本配合飼料株式会社入社

3,000株

2007年12月 同社退社
2007年12月 当社入社
2008年９月 営業部長
2009年11月 取締役営業本部長
2018年６月 常務取締役営業本部長（現任）

［取締役候補者とした理由］
同氏は、飼料会社における長年の経験を有し、入社以来営業部門を中心に業務を熟知するとともに、
2009年より取締役を務めております。営業部門における豊富な業務経験と知識を有していることか
ら、取締役候補者といたしました。

－ 31 －

取締役選任議案
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候補者
番　号

ふ
氏

り
　

が
　

な
名

（生 年 月 日）
略 歴 、 当 社 に お け る 地 位 及 び 担 当
（重　 要　 な　 兼　 職　 の　 状　 況）

所 有 す る
当 社 の 株 式 数

４

か
加

とう
藤

きみ
公

あき
明

(1956年９月８日生)

1975年４月 北海製罐株式会社入社

3,000株

1982年９月 同社退社
1982年12月 山本電設株式会社入社
1984年12月 同社退社
1985年５月 当社入社
2010
2016
2016

年
年
年

11
９
12

月
月
月

取締役ＧＰ部長
取締役製造本部長
取締役製造本部長　輪厚液卵工場工場長
兼任（現任）

［取締役候補者とした理由］
同氏は、主に製造部門の要職を歴任し、2010年より取締役を務めております。製造部門における豊富
な業務経験と知識を有していることから、取締役候補者といたしました。

５

まつ
松

 
　

の
野

 
　

しん
慎

た
太

ろう
郎

(1964年７月12日生)

1987年４月 当社入社

1,243株

2003年９月 赤井川農場長
2006年９月 十勝農場長
2009年９月 技術部長
2011年９月 札幌農場長
2014

2018

年

年

11

６

月

月

執行役員　株式会社第一ポートリーファー
ム代表取締役
取締役生産本部長　株式会社第一ポートリ
ーファーム代表取締役兼任（現任）

［取締役候補者とした理由］
同氏は、主に生産部門の要職を歴任し、2014年より執行役員を、2018年より取締役を務めておりま
す。生産部門における豊富な業務経験と知識を有していることから、取締役候補者といたしました。

－ 32 －
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候補者
番　号

ふ
氏

り
　

が
　

な
名

（生 年 月 日）
略 歴 、 当 社 に お け る 地 位 及 び 担 当
（重　 要　 な　 兼　 職　 の　 状　 況）

所 有 す る
当 社 の 株 式 数

６

まつ
松

お か

岡
ま さ

昌
や

哉
(1959年２月７日生)

1981年４月 三井物産株式会社入社

2,000株

1994年１月 第一ブロイラー株式会社出向　社長室長
1998年３月 米国三井物産株式会社ﾆｭｰﾖｰｸ本店食料部長
2002年３月 三井物産株式会社本店飼料畜産部飼料原料

室長
2009年８月 日本配合飼料株式会社（現ﾌｨｰﾄﾞﾜﾝ）出向

常務執行役員管理本部長
2011年４月 同専務執行役員飼料事業本部長
2013年４月 三井物産株式会社本店食料本部本部長補佐
2015
2018
2019
2019
2019
2019

年
年
年
年
年
年

４
７
３
４
６
12

月
月
月
月
月
月

同理事食料本部本部長補佐
ｽﾀｰｾﾞﾝ株式会社出向　上席執行役員
三井物産株式会社退社
当社入社　企画担当
取締役
取締役企画部長（現任）

［取締役候補者とした理由］
同氏は、商社における長年の経験を有し、特に食料部門を中心に経営全般・貿易実務全般を熟知して
おります。同氏の豊富な業務経験と知識は、当社の持続的な成長と中長期的な企業価値向上に貢献す
るものと判断し、取締役候補者といたしました。

７

むら
村

やま
山

けい
圭

いち
一

(1953年７月24日生)

1977年４月 松下鈴木株式会社（現　伊藤忠食品株式会
社）入社

1,000株

1981年７月 同社退社
1981年７月 株式会社スハラ食品入社
1984年３月 同社取締役
1988年３月 同社常務取締役
1992年３月 同社専務取締役
1995年９月 同社代表取締役社長
2013
2015
2019

年
年
年

６
11
６

月
月
月

同社代表取締役会長
当社社外取締役（現任）
株式会社スハラ食品取締役会長（現任）

［社外取締役候補者とした理由］
同氏は、2015年より当社の社外取締役に就任しており、社外取締役としての在任期間は本定時株主総
会終結の時をもって４年７ヶ月となります。同氏は、永年に亘り食品流通企業の代表取締役を経験さ
れており、その会社経営の経験を当社の経営事項の決定及び業務執行の監督等に十分な役割を果たし
ていただけると判断し、社外取締役候補者といたしました。

－ 33 －

取締役選任議案



2020/05/28 10:52:25 / 19597932_株式会社ホクリヨウ_招集通知（Ｆ）

候補者
番　号

ふ
氏

り
　

が
　

な
名

（生 年 月 日）
略 歴 、 当 社 に お け る 地 位 及 び 担 当
（重　 要　 な　 兼　 職　 の　 状　 況）

所 有 す る
当 社 の 株 式 数

８

たけ
竹

ばやし
林

 
　

たかし
孝

(1956年１月１日生)

1978年４ 月 北海道庁入庁

1,000株

2009年４ 月 十勝支庁長
2011年６ 月 総合政策部地域振興監
2012年４ 月 経済部食産業振興監
2013年４ 月 農政部長
2015年５ 月 北海道庁退職
2015年６ 月 一般社団法人北海道地域農業研究所　特別

顧問
2016年６ 月 同所退任
2016

2016

年

年

６

11

月

月

公益財団法人北海道農業公社　理事長
（現任）
当社社外取締役（現任）

［社外取締役候補者とした理由］
同氏は、2016年より当社の社外取締役に就任しており、社外取締役としての在任期間は本定時株主総
会終結の時をもって３年７ヶ月となります。同氏は、会社経営に関与された経験はありませんが、永
年に亘り北海道の行政に関わり、農政部長も歴任されており、その経験と豊富な知識に基づき、客観
的で広範かつ高度な視野から当社の経営の意思決定及び業務執行に有用な助言をいただけると判断し
社外取締役候補者といたしました。

（注）１．取締役候補者のうち村山圭一氏と竹林孝氏は社外取締役候補者であります。
２．取締役候補者村山圭一氏が取締役会長を務める株式会社スハラ食品と当社との間には仕入取引があり

ますが、取引金額は僅少（両社の売上高に対する比率はともに0.1%未満）であり、その他には当社と
同社との間には人的関係、資本的関係、取引関係又はその他の利害関係はありません。

３．村山圭一氏以外の取締役候補者７氏と当社との間には特別の利害関係はありません。
４．当社は、村山圭一氏及び竹林孝氏との間で会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１

項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、
法令が規定する額であります。村山圭一氏及び竹林孝氏の再任が承認された場合は、両氏との当該契
約を継続する予定であります。

５．当社は、村山圭一氏及び竹林孝氏を東京証券取引所の定めに基づく独立役員として届け出ております。
両氏の再任が承認された場合は、当社は引続き独立役員とする予定です。

－ 34 －
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第３号議案　退任取締役に対する退職慰労金贈呈の件
　本総会終結の時をもって取締役を退任いたします進藤正紀氏に対し、その在任中の功労に報いる
ため、当社の内規に従い相当額の範囲で、退職慰労金を贈呈いたしたいと存じます。
　なお、具体的金額、贈呈の時期、方法等は取締役会にご一任をお願いするものです。
　退任取締役の略歴は、次のとおりであります。

氏 名 略　　　　　　　　　　歴

進 藤 正 紀

2008年11月 取締役内部監査室長
2013年１月 取締役企画部長
2018年６月 常務取締役企画部長
2019年12月 常務取締役　（現任）

以上

－ 35 －
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メ　　モ

メモ



トピックス

◦ 南
みなみとうほく

東北における生産拡大

2019年より宮城県でスタートした鶏卵生
産は順調に推移しております。
今後も生産規模の拡大を進め、南東北にお
ける販路拡大につなげていきます。

◦ 本州での「平飼いたまご」の販売開始

多賀城GP工場

北海道内に続いて本州でも「平飼いたま
ご」の販売をスタートいたしました。



株 主 総 会 会 場 ご 案 内 図

 場 所 ： 札幌市白石区東札幌６条１丁目１番１号
　　　　　札幌コンベンションセンター　２階　小ホール
 電 話 ： 011－817－1010
 交 通 ： 札幌市営地下鉄東西線「東札幌駅」出入口１より徒歩約８分
　　　　　無料の駐車場のご用意はございませんので、公共交通機関のご利用をお願い申し上げます。

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

新型コロナウイルスに関するお知らせ
新型コロナウイルスの感染が広がっております。
本株主総会にご出席される株主様は、株主総会開催日現在の感染状況やご自身の体調をお確かめ
のうえ、マスク着用などの感染予防にご配慮いただき、ご来場賜りますようお願い申しあげます。
また、本株主総会会場において、感染予防のための措置を講じる場合もありますので、ご協力の
ほどお願い申し上げます。


